
■決算状況

交付金配分枠 10,261,000 円

交付金決算額 10,261,000 円

その他収入    109,276 円

100.0%

各分野の決算

①協議会運営 4,335,239 円

②地域振興 1,413,335 円

③地域福祉 1,131,294 円

④安心・安全 688,241 円

⑤環境づくり(土木工事） 2,256,000 円

⑤環境づくり(その他） 138,491 円

⑥地域個性創出 407,676 円

決算総額 10,370,276 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

土木工事（法定外公共物等）、環境美化活動、湯田中ＶＳ活動、
湯田小PTA環境整備活動、環境啓発活動

郷土の歴史文化の活用、行事用備品等整備

防災活動の推進、総合避難訓練＆ふれあい安心安全フェスタ、
地域安全に向けた活動、地域見守り活動、反射鏡設置等補助事業

　交付金決算額／配分額    

湯田地区コミュニティ運営協議会　地域づくり交付金事業概要（令和５年度）

第３次湯田地区地域づくり計画の３年目でしたが、昨年に引き続き新型コロナウィルス感染拡大防止を念頭
に、やむを得ず中止もしくは規模を縮小した事業もありましたが、各分野の事業について感染対策に注力しな
がら何とか進めることができました。
特に、湯田地区の３大事業である「大運動会」「ふれあい安心安全フェスタ」「ふるさとまつり」については、雨
天中止の運動会を除き、万全のコロナ対策のもと各団体の協力を得て開催することができました。
今後も生活課題の解決に向け、規模を縮小した開催から完全実施による開催へと取り組んでいき、事業運営
の主体となる地域づくり協議会が持つハブ機能の強化に取り組んでまいります。

「住み良さを未来へ繋ぐ湯田のまち」をキャツチフレーズに、第３次地域づくり計画の３年目であり、その計画
の実践を通じて、より一層住み良いまちづくりを推進していきます。

事務局の運営体制

広報活動、地域づくり活動、交流事業の推進、地域スポーツの振興

高齢者福祉事業、要援護者支援事業、子どもの居場所づくり、子ども福祉事業、
人権学習の推進

■地域の情報

地域人口 12,818人 自治会数 15

世帯数 6,314世帯 自治会加入率 70.1%

※数値は、令和6年4月1日のもの
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■重点的に取り組んだ事業

事業名
交流事業の推進
(第５８回湯田地区町内親睦大運動会)

決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 防災・減災活動等への推進事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名
交流事業の推進
(第３４回湯田ふるさとまつり)

決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

数多くの参加者ができるよう競技種目等を考え、継続事業として進めていきたいと
思います。

４４１，２２２円

各関係機関の協力のもと、安心・安全について地域住民みんなで学習することがで
きました。

残念ながら、雨天中止とはなりましたが、それに向けての準備段階において、参加
者の皆さんの地区競技における意識の向上と各団体間の協力が図られました。

２４９，５４８円

各町内会対抗での大運動会

安心・安全に対する意識の高揚を図られるとともに、各町内会長・防災担当者・社会
福祉協議会等の連携強化を図ることができました。

これからもともに、安心安全なまちづくりに向け事業を展開していきたいと思いま
す。

③

地域団体の学習発表及び地域住民の交流を図ること。

コロナ禍以前に実施しておりましたバザーを復活させ、天候にも恵まれ子どもを始
め多くの参加者がありました。

従前のキッチンカーに加えパン・おむすび弁当の仕入販売や福引も実施し、また役
員や各団体の協力のもと、コロナ禍以前に実施しておりましたバザーを復活させた
ことにより、地域住民手作りのまつりということもあり、地域全体が一体となって活気
あふれたイベントとなりました。

今後においても、継続事業として進めていきたいと思います。

第３４回湯田ふるさとまつり

令和５年１０月１５日（日）

約２,５００名

残念ながら、雨天中止とはなりましたが、開催に向けて、実行委員会の立ち上げに
よる各協力機関の体制の構築、各町内会長、地区住民、各地区体育振興会理事と
の情報共有を図りました。

②

安心・安全に対する意識の高揚を図ること

令和５年９月２４日(日)

約６００名

４７０，２４１円

　安心安全フェスタ完全復活のもと、大規模災害に備えての避難訓練並びに防災に
係る研修を行いました。今年は外部講師としてKRY山口放送の気象予報士の講演
会を開催して、減災に役立つ気象の知識の習得に努めました。

①

地域内での親睦・交流を深めるとともに、健康づくりの推進を図ること

令和５年５月１４日（日）→雨天中止


